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研究要旨 

研究Ⅰ．沖縄県における MSM 向け HIV 予防啓発プログラムの開発の検討 

目的：沖縄県の MSM に対して地方都市向け HIV 予防啓発プログラムの開発を検討した。 

研究方法：1.コミュニティセンターmabui の運営、2. HIV 予防啓発プログラム、3. mabui への誘

導プログラム、4. ゲイコミュニティ:ゲイバーへのアプローチ、5. ゲイバー以外のゲイコミュニ

ティへのアプローチ、6. 沖縄に訪れる県外 MSM へのアプローチ、7. 相談プログラム、8. 検 査 誘

導プログラム 

結果：1.週 4 日の開館とした。オープンスペースに啓発資材の配置と導線を工夫した。2.4 月か

ら 12月末の間で、定期的啓発プログラムとイベント「Living Together café in ryukyu」「ブラ

ジル人 HIV 陽性者の講演会及び情報交換会」など、計 8回実施した。3.新規来場者を含むコミュ

ニティセンターの来場誘導プログラムとして、4 月から 2013 年 1 月の間に、「リョウコン」やイ

ラスト展、「GOGO BOY special」など 11 のプログラムを実施した。4.沖縄県内のゲイバーへのコ

ンドームとの配布については、4 月から 1 月末の時点で沖縄にある全てのゲイバー48 軒に 8,474

個配布した。コミュニティペーパー「nankr」は年に 4 回の発行を計画し、ゲイバー48 軒に加え

て他の商業施設 8軒で設置協力を得た。5.クラブイベントやスポーツ大会、発展場及びショップ

にコンドームやコミュニティペーパーで配布を行い、コミュニティセンター情報や検査キャン

ペーンなどの広報を行った。ゲイ沖縄裏掲示板やツイッター、メルマガにおいても上記と同様の

広報を行った。6.沖縄に訪れる県外 MSM へのアプローチとして、ゲイバー主催のビーチパーティ

や県外イベントにおいて資材を配布した。7. MSM の性的趣向を踏まえた、HIV 予防、HIV 検査機

関、セクシュアルに関する悩み等の相談・情報提供を行った。8. 沖縄県と共催で、6月より中央

保健所、南部福祉保健所にて検査キャンペーンを実施した。 

考察：コミュニティセンターmabui と nankr の活動がコミュニティに認知されるようになった。

しかしプログラムのマンネリ化も否めず、プログラムの開発が必要と考えられる。行政との共催

も増え、さらに協働できるようアプローチを進めていく方向である。 

 

研究Ⅱ．HIV 抗体検査受検者を対象とした質問紙調査の解析（沖縄県福祉保健所検査） 

目的：HIV 検査を軸としたエイズ対策に資するために、沖縄県における各検査施設における受検

者の特徴を把握し、MSM、MSM 以外の男性、女性別に属性等を比較検討し、MSM 受検者の受検行動

の啓発に最も有効な方策を明らかにする。 
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研究方法：沖縄県内の 3保健所（南部福祉保健所、中部福祉保健、中央保健所）において HIV 検

査の受検時に質問紙調査を実施した。実施期間は 2012 年 1月から 2012 年 9 月末。 

結果：2012 年 9 月末までの結果を速報値として集計した。受検件数は 1,542 件であり、回収数は

818 件であった（回収率 53.0％）。1.回数が進むにつれて受検者数は減少傾向を示し、アンケート

回収率も低下したが、初受検、24 歳未満者は増加傾向を示した。2．受検者の年齢では、MSM と非

MSM（男性群）では前者の受検者層の年齢が若かった。3．居住形態では、独居では再受検者の MSM

が 37.5％と最も高かった。4．健康保険加入状況では MSM が最も低かった。5．6ヶ月以内の性交

渉経験は MSM が最も高かった。7．セーファセックスは MSM、女性の半分が施行していなかった。

非 MSM 群でも 35％が施行していなかった。7．周囲の HIV 感染のリアリティでは MSM が最も高く、

再受検者では 60％であった。8．HIV 感染後の就労と恋愛の継続では MSM が最も楽観的であった。 

9．HIV 感染のリアリティさでは、3 群ともほぼ同じであった。10．HIV に関する相談ツールの確

保では MSM の再受検者が最も高かった。11．受検動機で自主的受検は MSM が最も高かった。再受

検者では 3群いずれも自主的受検の割合が初回受検者を上回った。12．広報資材認知では MSM が

最も高かった。13．広報資材の内訳において MSM では、行政関連が低く、コミュニティ発行資材

の認知が高かった。本調査期間の HIV 陽性率は 0.52％（8件）であった。 

考察：1．受検者数とアンケート回収率が回数を重ねる毎に低下傾向を示したが、初受検と 24 歳

未満者は増加傾向を示し、HIV 検査の予防啓発の観点からは好ましい結果と思われた。2．MSM の

受検者層の年齢が他の群に比して低かったのは、MSM はもっともハイリスクグループであるので

好ましい結果であった。逆にいえば非 MSM 以外の男性では若年者層の受検の意識欠如が課題であ

る。3．MSM では経済状況が問題であり、受検における無料化は受検行動を惹起するのに有効と思

われた。5．MSM 層は、他の層に比して独自のネットワークでの広報が重要であることが改めて確

認された。 

結語：MSM の HIV 受検誘導に有効な方策として、無料化、独自のネットワークによる広報が重要

である。 

 

研究Ⅰ．沖縄県における MSM 向け HIV 予防

啓発プログラムの開発の検討 

A.研究目的 

 沖縄県の MSM に対して地方都市向け HIV 予

防啓発プログラムの開発を検討した。 

 

B.研究方法 

1. コミュニティセンターmabui の運営  

2. HIV 予防啓発プログラム  

3. mabui への誘導プログラム  

4. ゲイコミュニティ:ゲイバーへのアプロー

チ  

5. ゲイバー以外のゲイコミュニティへのア

プローチ  

6. 沖縄に訪れる県外 MSM へのアプローチ  

7. 相談プログラム  

8. 検査誘導プログラム 

9. MSM における行動科学調査および介入評価

研究 

 

C.研究結果 

1. コミュニティセンター運営 

1）月別来場者数と新規来場者数（図 1） 

 木曜日から日曜日の週 4日の開館とした。 

 

2）オープンスペース（図 2） 

 mabui ではカフェコーナー以外にオープン

スペースを設け、MSM のサークルが実施する

イベントや練習、ミーティング等に貸出しを

行っている。その際、啓発資材の設置コーナー

を通るような工夫を行った。 
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2.HIV 予防啓発プログラム（表 1） 

1）なんくる倶楽部 R 

偶数月の第３日曜日に HIV とゲイライフに

ついてワークショップを行った。参加者が堅

苦しくならないような環境づくりを工夫して

行った。 

 

2）Living Together café in ryukyu 

「すべての人が HIV とともに生きている」

というリアリティを共有するためのプロジェ

クト「Living Together 計画」に賛同して、9

月に宮古島のゲイバー、12 月にコミュニティ

センターmabui にて開催した。パフォーマー

らが陽性者などの手記を朗読するだけでなく、

HIV に関する知識を○×クイズ形式で行い、

楽しみながら HIV の知識がつくような企画を

行った。 

 

3）ブラジル人 HIV 陽性者の講演会及び情報交

換会 

沖縄県中部福祉保健所と共催で、ブラジル

の HIV 陽性者運動のリーダーであるジョゼ・

アラウージョ・リマ・フィーリョ氏を招き、

「多様性を認める社会～ブラジルのエイズ対

策から学ぶ～」と題した講演と情報交換会を

行った。 

 

3.mabui への誘導プログラム（表 2） 

1）リョウコン 

 奇数月の第 3日曜には、昨年度も多くの参

加のあった「リョウコン」を継続して行った。

イベント終了後には検査キャンペーンや啓発

プログラム等の紹介を行った。 

 

2）イラスト展 

今年度はゲイに人気のあるイラストレー

ターによるイラスト展を積極的に開催した。 

 

3）GOGO BOY special 

県内で人気の GOGO BOY を講師にパンク

アップ教室とヨガ教室を行った。 

 

4）組踊「二童敵討」上映会 

同性愛の要素がみられるという沖縄の伝統

芸能の組踊の映像を見ながら、沖縄での同性

愛の歴史を学んだ。 

 

5）ビギナーズキャンペーン 

mabui 初来場者にコミュニティペーパーな

どの啓発資材とローションがセットになった

mabui セットを配布した。 

   

4. ゲイコミュニティ:ゲイバーへのアプローチ 

1）コンドーム（図 3） 

引き続き nankr 童（わらばー）というチー

ムを組み、お揃いのポロシャツを着て 2週間

に１度、本島内にある全てのゲイバー39 軒

（那覇市33軒、沖縄市6軒）へオリジナルパッ

ケージコンドームの補充を行った。また離島

にある全てのゲイバー3 軒（宮古島１軒、石

垣島 2軒）には、それぞれ協力してくれる人

をリクルートし、コンドームが少なくなると

連絡を受けて郵送にて補充を行っている。コ

ンドームのパッケージは沖縄の景色にし、実

家住まいの県内在住者には持って帰り易く、

県外からの観光客にはお土産にもなるような

デザインを行った。 

 

2）コミュニティペーパー「nankr」 

年に 4 回の発行を計画。2 面を特集ページ

として、HIV の基礎知識や 2011 年の沖縄県内

の新規 HIV 感染者・エイズ患者の報告を掲載

して啓発色を強くした。また、表紙のモデル

も色々なタイプや、所属するコミュニティに

バリエーションを持たせることで新規の読者

獲得を狙った。発行数は 2,000 部を基本とし

た。コンドームを設置しているゲイバーに加

えてゲイアダルトショップ1軒、発展場4軒、

ゲイ専用宿泊施設 3軒にも設置してもらった。 
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5.ゲイバー以外のゲイコミュニティへのアプ

ローチ 

1）クラブイベント（表 3） 

 ゲイのみの入場が許されるクラブイベント

においてトイレにオリジナルパッケージコン

ドームとコミュニティペーパーを入口に設置

し、配布を行った。 

 

2）沖縄ゲイ裏掲示板 

 沖縄における MSM の間で利用の多い掲示板

へイベントや検査キャンペーンの告知の広報

を行った。 

 

3）スポーツ大会（表 4） 

 県内で行われる MSM のバレーボール・バド

ミントン・テニス大会において、開会式に時

間を頂き、nankr の活動や mabui の説明、検

査キャンペーン等の紹介を行い、参加者全員

にコミュニティペーパー、オリジナルパッ

ケージコンドーム、検査カードのセットを配

布した。 

 

4）ツイッター 

mabui のツイッターにて、検査キャンペー

ンについて定期的にツイートし、イベント告

知などにも利用。１月末現在のフォロアー数

は 607 人であった。 

 

5）メルマガ 

nankr のメルマガ「オキマガ」にて県内のゲ

イイベントなどと一緒にnankrやmabui情報を

発信。メルマガの広報は常時コミニティペー

パーに掲載し、mabui来場者への勧誘も行った。

1月末現在の登録者数は64人であった。 

  

6）発展場及びショップ 

本地域にある全ての有料発展場（4 軒）と

ゲイショップ（１軒）にイベントポスターや

コミュニティペーパーの設置を行った。 

 

 

6.沖縄に訪れる県外MSMへのアプローチ（図4） 

沖縄は人口の割合からすると、ゲイ商業施

設が多いと言われている。県外からの利用者

が多いことがその理由として挙げられ、県外

から訪れる MSM は沖縄のゲイコミニティの構

成員と言える。そのため県外から訪れる MSM

へのアプローチも重要と考えられる。 

 

1）ビーチパーティ（表 5） 

沖縄県内には各ゲイバー主催のビーチパー

ティが行われる。その中でも最大で300人以上

（県外からの参加者は半分以上）が参加するイ

ベントの協力を取り付け、送迎バス降車時にコ

ミュニティペーパーとオリジナルパッケージ

コンドームのセット資材の配布を行った。 

 

2）県外イベント（表 6） 

名古屋で行われた検査会と連動されたゲイ

イベント「NLGR＋」では、NGO ブースに資材

を設置した。仙台で実施された「僕らの課外

授業 Living Together in SENDAI」に沖縄の

エイサー団体が出演し、来場者にコミュニ

ティペーパーとオリジナルパッケージコン

ドームのセットを配布した。 

 

7.相談プログラム（表 7） 

MSM の性的趣向を踏まえた、HIV 予防、HIV

検査機関、セクシュアルに関する悩み等の相

談・情報提供を行った。 

1）mabui スタッフによる相談 

センター内での対面、電話、メールで相談

を受けた。対面については個室を設けるので

はなく、オープンスペースでの対応を行った。 

 

2）専門家によるカウンセリング 

セクシュアルマイノリティに理解のあるカ

ウンセラーによるカウンセリング会を、月に

1度開催した。mabui スタッフで対応できない

事案についてはこちらを勧めた。 
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3）mabui スタッフ研修 

カウンセラーによる相談を受ける上での心

得を研修として学んだ。 

 

8.検査誘導プログラム（表 8） 

沖縄県と共催で、6 月より中央保健所、南

部福祉保健所（南部福祉保健所は改築工事の

ため、9月から12月中旬までHIV検査を中断）

にて MSM を対象とした検査キャンペーンを実

施した。各保健所の通常実施している検査体

制の中で専用の検査カードを受付時に提示す

ると梅毒、B 型肝炎、クラミジア検査も無料

で受けられるようにした。 

 

9.MSM における行動科学調査および介入評価

研究 

1）インターネット横断調査および追跡パネル

調査 

コミュニティベースの携帯電話による性の

健康に関する質問紙調査（以下、GCQ アンケー

ト）として、クラブイベント等と連携した横

断調査、その後の追跡パネル調査を実施した

（研究方法の詳細については、分担研究の

「MSM における HIV 感染の行動科学調査およ

び介入研究」を参照）。 

沖縄地域では、クラブイベントと連携した

コミュニティベースの質問紙パネル調査を 5

月、7月、9月、12 月に実施した。4-5 月の横

断調査では 245 件の有効回答を得た（ただし

この 245 件には他地域で実施した調査で、居

住地が沖地域であると回答した人を含む）。5

月は 36 件、7月は 49 件、9月は 36件、12 月

は 33件の有効回答を得た（図 5）。 

 

D.考察 

1.コミュニティセンター運営 

2012 年 4 月から 2013 年 1 月までの総来場

者数は 1,668 人で、前年の同期間の 1,272 人

と比べて約 1.3 倍に増えた。そして新規来場

者は 169 人で、前年の 113 人から約 1.5 倍に

増えた。これは mabui 誘導プログラムの成果

と考えられる。オープンスペースの利用も来

場するよいきっかけとなった。 

 

2.HIV 予防啓発プログラム 

「なんくる倶楽部 R」は、ワークショップ

形式でのプログラムで参加者も経験を踏まえ

て予防について学ぶことができ、参加しやす

い雰囲気であったと評価を得た。「Living 

Together café in ryukyu」では、参加者が○

×クイズ方式で楽しみながら HIV の知識を得

ることができた。特に宮古島の Living 

Together café では、会場を提供してくれた

ゲイバーのマスターが広報を積極的にしてく

ださり、小さな島にも関わらず 24 人もの来場

者があった。手記朗読もゲイバーのマスター

をはじめ地元の方にして頂き、HIV を身近に

感じることができたと考えられる。来場者と

図5.沖縄GCQアンケート2012
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継続率

26.6％

ベースライン調査＝従来の横
断調査（クラブイベント調査、
バー調査）と同じ研究デザイン

パネル調査＝同一対象者を追
跡→行動の変化をとらえること
が可能

36件
継続率

29.0％
継続群への移行率
50.6％
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の交流会では HIV についての質問もでて関心

をもってもらうきっかけとなった。ブラジル

人 HIV 陽性者の講演会及び情報交換会では、

世界でもエイズ対策が進んだ国として高い評

価を得られているブラジル社会の背景につい

て学び、陽性者自身と直接話すことで、参加

者の HIV に対する偏見の軽減につながったと

考えられる。 

 

3.mabui への誘導プログラム 

昨年度より継続しているリョウコンは、ほ

ぼ毎回 20人以上の参加者があり、新規来場者

の参加も毎回得られた。今年度積極的に行っ

たイラスト展においても、それを目当てに来

場する人が多くみられ、新規来場者獲得にも

つながった。特に木村べん原画展の反響は大

きく、中高年の来場者も多かった。GOGO Boy 

special と組踊上映会はコミュニティの中か

らの提案により共催で行われた。これらのこ

とから、mabui という場所が、コミュニティ

の中で認知されていることが示された。初来

場者に配布している mabui セットの中にある

ローションがツイッターやゲイバーなどコ

ミュニティの中で話題になっており、今後の

新規来場者獲得につながると推察される。 

 

4.ゲイバーへのアプローチ 

2週間に1度のアウトリーチ活動は、スタッ

フの負担は大きいが、継続することでゲイ

バーのマスターの本活動への認知が深まり、

協力も得ることが容易になってきた。コミュ

ニティペーパーへのアドバイスなどもアウト

リーチの際に受けたりするようになり、マス

ターとのコミュニケーションの場ともなって

きた。コミュニティではコミュニティペー

パーの表紙モデルになることがステイタスに

なりつつあり、モデルの募集を行うと、ツイッ

ターやゲイバーで話題にされるといった波及

があった。ゲイバーへのコンドーム補充は 4

月から 1月までで 8,474 個で、昨年の同期間

と比べると約 1,000 個増加しており、ゲイ

バーにおけるコンドームの持ち帰りが増えた

ことが示された。 

 

5. ゲイバー以外のゲイコミュニティへのア

プローチ 

普段ゲイバーに行かない人や 10 代 MSM の

mabui への来場や、イベントへの参加が増え

た。ツイートした告知をリツイートしてくれ

る人も増え、ツイッターも重要なアプローチ

ツールになりつつある。 

 

6.沖縄に訪れる県外 MSM へのアプローチ 

 昨年度と同じペースでの mabui への来場者

となった。沖縄のゲイバーなどコミュニティ

についての情報を求めて足を運ぶ人も多く、

県外の人にとっても沖縄のゲイコミュニティ

の情報提供の場になりつつある。その際に

mabuiやnankrの活動紹介オリジナルパッケー

ジコンドームを提供するなど啓発を行った。 

 

7.相談プログラム 

 まだ、コミュニティおける相談事業の認知

は低く相談件数は多くはないが、HIV 関係の

相談もあり、セクシャルの悩みなどからリス

クの高い性交へと向かう可能性もあると考え

ると、重要な事業だと思われる。月に１回の

専門家によるカウンセリングはなかなか日程

が合わず相談できない人もいるが、スタッフ

が受けた相談のリソース先としての役割は大

きいと考えられる。 

 

8.検査誘導プログラム 

 6月から１月の8ヶ月間で135人が受検し、

初受検者は 18人であった。HIV 陽性の結果が

出た者が 3人であった。 

 

E.結語 

mabui が中心地となり、nankr の活動はコ

ミュニティに認知されるようになってきた。

しかし、プログラムのマンネリ化も否めず、

新たなプログラムの開発が必要となってきて
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いる。このためにも、ボランティアをリクルー

トし、啓発活動を活性化することが急務と言

える。 

行政との共催は増えてきており、さらに協

働できるようアプローチを進めていく方向で

ある。 

 

 

研究Ⅱ．HIV 抗体検査受験者を対象とした

質問紙調査の解析（沖縄県福祉保健所検査） 

 

A.研究背景と目的 

沖縄県における HIV 感染者の増加は 1999

年より顕著となり、2007 年以降、連続して全

国3位以内を占めており、その85％以上がMSM

である。AIDS の届出については、2011 年は人

口比で全国 1位となり、受検の向上が急務で

ある。以上より、沖縄県における HIV 感染の

増大は大部分が MSM 間で起きており、病期の

進行した症例が多くを占めていることが明ら

かとなり、MSM における検査受検率を現状よ

りも高めて、感染者を速やかに医療機関へと

つなぐことが喫急の課題と言える。  

これらの背景から、HIV 検査を軸としたエ

イズ対策に資するために、沖縄県における各

検査施設における受検者の特徴を把握し、MSM、

MSM 以外の男性、女性別に属性等を比較検討

し、MSM 受検者の受検行動の啓発に最も有効

な方策を明らかにすることを目的としてアン

ケート調査を行った。 

 

B.研究方法 

1．組織と方法 

沖縄県において沖縄県健康福祉保健部健康

増進課の協力を得て、3 ヶ所の保健所で実施

した。 

実施期間中、協力検査機関を利用した HIV

を含む性感染症の検査受検者の来場時に、調

査依頼とともに質問紙を配布した。通常検

査・即日検査ともに、結果を返す前(受付～採

血終了～結果告知前のいずれかの時点で)の

記入を依頼した。記入後、回答者本人が回答

用封筒を密封し、回収箱に投函して回収した。

各協力機関において回収されたアンケートを

毎月月末にまとめ、報告票とともに名古屋市

立大学調査事務局に送付し回収した。本調査

は倫理的配慮として名古屋市立大学看護学部

研究倫理委員会の承認を得て実施された(ID

番号 11026-2)。  

本報告では、回答者の性別が男性であり、

生涯に男性との性行為経験を有するものを

MSM とし、MSM 以外の男性、女性の 3群に分類

した。推移を検討する際には実施時期を第 1

四半期(2012 年 1 月-3 月)、第 2 四半期(4 月

-6 月)、第 3 四半期(7 月-9 月)の 3 群に分類

し解析を進めた．また属性等を把握する目的

で全体を集計する場合には、本調査に初回回

答であり、各項目に無回答であったものを除

いたものを分析対象者とした。 

 

2． 研究期間  

2012年1月から2012年9月末までとした。 

 

3．実施地域 

沖縄県那覇市、南城市、沖縄市の 3保健所

（南部福祉保健所、中部福祉保健所、中央福

祉保健所）で実施した。 

 

4．アンケート内容 

質問項目は基本属性、性行動、介入プログ

ラムの認知等全 24問とした。介入の認知項目

以外は本研究班で実施されている他地域の質

問項目と同じ項目とした。 

 

C.研究結果 

1．アンケート回収数（図 5、6） 

本報告では2012年9月末までの結果を速報

値として集計した。実施期間中、協力機関で

実施された受検件数は 1,542 件であり、回収

数は 818 件であった（回収率 53.0％）。 
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2．回答者の属性 

有効回答者数 818 件に占める MSM の割合は

178 件で 21.8％であった。 

  

3．同居率に関する事項 

3 群に有意差は認めなかった。 

 

4． 健康保険加入状況（図 7） 

MSM が最も低率であった。MSM の初受検者と

再受検者との比較では有意差がみられ、初受

検者では加入割合が低かった。 

 

5． 過去 6ヶ月以内の性交渉の経験（図 8） 

MSM が最も高かった。 

 

6．性交渉時のコンドームの常用率（図9、10） 

過去 6ヶ月のコンドーム非常用率をみると、

初受検者ではMSMが57.6％、女性が47.2％（図

10）、MSM 以外の男性が 37.7％（図 11）で MSM

が最も高かった。再受検者では、女性が初受

検者より高く 59.8％であった。MSM、MSM 以外

男性は初受検者と同程度で各々53.8％、

35.7％であった。 

 

7．HIV 罹患のリアリティ調査（図 11、12） 

1) 周囲にHIV感染者がいると思うかの質問に

有意差が見られ、いると思うと回答した割合

は MSM が最も高かった。男性と女性について

は、その半分以下で男女差は認めなかった。 

 

2) 自分はHIVに罹患していると思うかの質問

に対しては、3 群で有意差は認められなかっ

た。 

 

8．受検動機（図 13） 

自主的に受検した割合は、初受検者では 3

群で有意差は認めなかった。一方、再受検の

3 群間では有意差が見られ、特に MSM では自

主的に受検した割合が初受検者に比べて再受

検者は有意に高かった。3 群とも再受検者が

初受検者を 10％程度上回っていた。 

9．同伴者の有無（図 14） 

女性では同伴者の割合が高く、MSM と男性

の間では差は認められなかった。 

 

10．広報資材の認知（図 15） 

3 群とも 78％以上資材を認知していたが、

MSM では認知の割合が高かった。 

 

11．広報資材の種類（図 16） 

MSM 以外では 70％が行政の資材またはホー

ムページであったのに比して MSM では NGO 資

材が半数を占めていた。 

 

D.考察 

1．受検者数とアンケート回収率が回数を重ね

る毎に低下傾向を示したが、初受検と 24歳未

満者は増加傾向を示し、HIV 検査の予防啓発

の観点からは好ましい結果と思われた。 

 

2．MSM の受検者層の年齢が他の群に比して低

かったのは、MSM はもっともハイリスクグ

ループであるので好ましい結果であった。逆

にいえば非 MSM 以外の男性では若年者層の受

検の意識欠如が課題である。 

 

3．MSM では経済状況が問題であり、受検機会

における無料化は受検行動を惹起するのに有

効と思われた。 

 

4．広報手段では MSM では NGO 資材が半数を占

めていた。MSM 層では他の層に比して独自の

ネットワークでの広報が重要であることが改

めて確認された。 

 

E.結語 

MSMのHIV受検に有効な策として、無料化、

独自のネットワークによる広報が重要である。 

 

F. 個人情報の管理について 

1. 個人情報の紛失、流出、改ざんおよび漏洩

などを防ぐため、個人情報を保有するのは研
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究代表者と分担研究者のみとし、情報管理上

問題は発生しなかった。 

 

2. 法令等の順守について 

個人情報保護に関して適用される法令、国の

ガイドラインを熟読し順守した。 

 

G. 発表論文等 

（○印は当研究班に関連した発表論文等） 

(研究論文) 
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